令和７年度　小諸市社会福祉協議会事業計画
【基本理念】
地域福祉を推進する団体として、「誰もがその人らしく安心して暮らすことが出来る地域社会」を地域住民と協働で創ります。

【基本方針】

基本理念に基づいて、以下の方針で事業を展開します。

□住民や地域団体との協働による地域福祉の推進
□地域ニーズに基づいた事業の展開
□住民主体のサービスの実施
□総合的な相談体制の整備

【主な事業方針】

1． 支え合う地域づくりの推進

（1） 区内支え合い体制の整備
昨年度実施した「区内支え合い活動の負担感に関する調査」の結果をもとに各区のニーズに合わせて、持続可能な支え合い体制の整備を進めます。
（2） 区を越えた圏域での支え合い体制の整備
生活支援コーディネーターの機能を活かし、市内介護保険事業所の空き車輛を活用した地区サロン送迎や、有償生活支援サービスなど、区を越えた圏域での支え合い体制の整備を進めます。また、佐久ブロック管内社協間で課題や取り組みを共有し、より広域的な取り組みへの展開についても検討を重ねます。
2． 新たなニーズに対する支援体制の強化
（1） 児童福祉分野の取り組み
昨年度実施したサマーキッズフェスタを土台として子どもの居場所づくりに取り組みます。また、子どもの居場所の多層化のために、こども食堂やこども支援団体との連携を強化します。
（2） 終身サポート事業、独自金銭管理事業
日常生活自立支援事業の対象とならない方等への独自金銭管理事業を含めた終身サポート事業を始めます。
3． 福祉分野以外との協働
介護離職防止セミナーやプチバイト事業などをきっかけに商工会議所や市内企業との協働を進め、網の目の細かい支え合い体制の構築に取り組みます。

